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Abstract Morphological characteristics in the egg surface of Plebejus argyrognomon (Bergstrasser, 
1779) were compared between Japan and the Korean Peninsula. In the Japanese subspecies, prae- 
terinsularis (Verity, 1921), the fovea (a minutely webbed area around a micropyle) is evidently hol- 
lowed and narrower than that of the Korean Peninsula. 
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は じ め に 


日 本 産 と 韓国 産 の ミヤ マシ ジミ Plebejus argyrognomon (Bergstrasser, 1779) は 交 斑 に 明らか な 相違 が 
あり , 日 本 産 は ssp. praeterinsularis (Verity, 1921), 韓国 産 は ssp. ussuricus Forster, 1936 と し て 知ら れ て 
いる . 食 草 ( 食 樹 ) は マメ 科 で , 日 本 産 は コマ ツ ッ ナ ギ Indigofera pseudo-tinctoria, 韓国 産 は フ ハ ラク サフ ジ 
Viczg amurensis (現地 に て 卵 , 幼虫 の 確認 ) で あり , 食性 も 明らか に 異な っ て いる . この た び , この 二 地 域 

















で し ロ pe 


Figs 1-4. 日 本 産 と 朝鮮 半島 産 の ミヤ マシ ジミ の 卵 . 1-2. 静岡 市 産 . 3-4. 韓国 江原 道 春川 市 産 . 
Figs 1-4. Eggs of Plebejus argyrognomon from Japan and the Korean Peninsula. 1-2. Eggs from 
Shizuoka-shi, Shizuoka-ken, Japan. 3-4. Eggs from Chuncheon-shi, Gangwon-do, Korea. 
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日 本 お よび 韓国 産 ミヤ マシ ジミ の 卵 表 面 模造 の 比較 443 














産 の 本 種 の 卵 を 双 眼 実 体 顕 微 鏡 に より 観察 し て 比較 する こと が で きた の で , その 結果 を 報告 する . 
材料 お よび 方 法 


日 本 産 ミ ヤマ シジミ の 卵 は , 200$ 年 8 月 に 静岡 市 葵 区 大 河内 の 安倍 川 河川 敷 で 採集 し た 1 キ か ら コ マ 
ツナ ギ を 用 い 産 卵 さ せ て 得 ら れ た も の , 韓国 産 ミ ヤマ シジミ の 卵 は ,2005 年 7 月 に 韓国 江原 道 春川 市 郊 
外 で 採集 し た 1 や か ら , ノ ハ ラク サフ ジ に 産卵 させ て 得 ら れ た も の で ある . 新川 は これ ら の 卵 を 双 了 眼 
実体 題 微 鏡 に より 観察 し 撮影 し た と ので, これ ら を Figs 1-4 に 図示 する . 





結果 





日 本 産 は 卵 上 面 中 央 部 の 細か い 綱 状 構 造 ceticulum) の ある 部 分 (fovea) が 相対 的 に 狭く , その 直径 は 
卵 直径 の ほぼ 352% 程度 で あり (Fig. 1), し か も その 部 分 は 明らか に 陥没 し て いる (Hig. 2). 


これ に 対し て 韓国 産 は , 上 記 の 細か い 網 状 構 造 の ある 部 分 が 相対 的 に 広く (Figs 3, 4), その 部 分 の 直 
径 は 卵 直径 の ほぼ 69% を 占め , これ を 面積 に 換算 する と, 韓国 産 1 に 対し て 日 本 産 は 0.57 と な る . ま 
た 韓国 産 は 卵 の 表面 が ほぼ 平ら で 日 本 産 の よう に 深く 陥没 し な い (Figs 3, ④. 














考 察 


上 の 結果 を 旧 北 区 の ミヤ マシ ジミ 有 ア . argyrognomon の 卵 と 比較 し て みる と , スカ ンジ ナヴィ ア 産 
(Henriksen & Kreutzer, 1982)、 スイ ス 産 (Lepidopterologen-Arbeitsgruppe, 1987), ロシア ・ バ イカ ル 湖 産 
( 原 , 1991), モン ゴル 産 ( 五 十 風 , 2001) な どの 卵 は , 韓国 産 と 同様 , 卵 の 上 面 が 陥没 せ ず , 精 孔 周辺 の 細か 
い 網 状 構造 を 占め す 部 分 (fovea) が 相対 的 に 広い . すなわち , 日 本 産 は 朝鮮 半島 を 含む ユー ラ シ ア 大 
陸 各 地 の も の と 異な り , 固有 の 特徴 を を な を えて いる こと が わか る . か つて 白水 ・ 原 (1962) お よび 福田 
(2005) の 図示 し た も の も , この 報 文 で 示し た 静岡 県 産 の も の と 同様 の 特徴 を も つも の と みる こと が で 
きる . 


以上 の 事実 は , 日 本 産 ミ ヤマ シジミ の 分 類 学 的 な 位置 を 検討 する 上 で きわ め て 重要 な 意味 を も つも 
の と 考え る . 今後 さら に 材料 の 採集 地点 を 増やし , この 観察 結果 が 普遍 性 を も つか どう か を 確認 し た い . 
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Summary 


We compared morphological characteristics in the egg surface of Plebejus argyrognomon (Bergstrasser, 
1779) from Japan and the Korean Peninsula. In eggs from Japan, the fovea (a minutely webbed area around a 
micropyle) was evidently hollowed and narrower than in those from the Korean Peninsula. We think the fact 
is important for reviewing the taxonomical status of the Japanese population of P. argyrognomon. 
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